


 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 







 

 

 



 

 

 

 

行政

狭義の社協
（事務局）

広義の社協

住民
社会福祉
施設・事業

所

民生委員
児童委員 商店、企

業

地域の福祉課題にともに取り
組むための地域福祉活動計画

「社協は事務局だけではない！」

住民、地域関係者との関係

地域の福祉生活課題解決にむけ
て、主体的に取り組む人、賛同者
を束ね、協働を生み出す組織
＝会費等の根拠

行政との関係

行政とともに地域福祉を推進す
る組織として法的に位置づけら
れた各市町村域にひとつの組織
＝運営費補助等の根拠

役員会は社協の
賛同者代表会議

市町村域の課題への協働の取
り組みに対する援助・協力

マイノリティや狭間の課題への対応
地域の実践からの問題提起

公的機能に
対する評価



 

社協の専⾨性明確化の必要性
社協事業の⾒える化の必要性

【⾏政との関係性の変化、地域福祉を担う組織の増加】

社協職員の専⾨性についての共通認
識や、それにそった育成⽅策⽴案の
むずかしさ

社協をとりまく状況の変化

事務局⻑のプロパー化

地域福祉推進組織は「社協だけ」
ではなくなっている現状

次世代の後継者
育成の必要性職員⼀⼈ひとりが社協の

専⾨性を認識し、役割を
発揮する必要性

【地域課題の変化に影響される組織】 【⾏政の影響を強く受ける組織特性】

社協は何をする組織か？と
いうことのわかりにくさ
組織理念共有のむずかしさ

社協組織がそもそも抱えている課題や特性

正職員の割合の低下
計画的雇⽤ができな
い現状

限られた予算の
中での職員雇⽤

事業の多岐化、
専⾨分化

職員の雇⽤形態の多様化
有資格⾮正規職員の増加

市町村社協ごとの事業の相違
（事業系/地域福祉系）

経験、能⼒のばらつき
年齢構成の偏り・世代間ギャップ
スーパーバイザー的⼈材の不在
後継者不在、職員の⼈間関係の固定化

正規・⾮正規職員の役割や
専⾨性の違いの不明確さ
（業務内容、責任は同じで
も給与は違う/⾮正規にそこ
まで求められても・・・）

雇⽤形態にかかわらず、全職員が
社協職員としての専⾨性、役割を
発揮する必要性

社協の専⾨性をふまえた職員育成にむけて ―課題の構造

社協の専⾨性、組織特性をふまえた職員研修や、新
任から幹部までキャリアにそった職員育成のしくみ
の必要性

社協独⾃のトップマネ
ジメントの⾒えにくさ

業務のマンネリ化
職場の⾵通しの悪さ
⾃然浄化作⽤が起きにくい状況

配置の固定化
職員間の⼈間関係
の固定化

職員育成の充実が必要な⼀⽅で疎外する要素が絡まりあっている

社協の専⾨性とは
何か？のわかりに
くさ、共通認識の
もちにくさ

︻
組
織
規
模
に
よ
る
影
響
︼

運営費補助から事業補助へ、⾏政補助⾦の流れ⽅の変化
⾏政⼿続きにおける委託先等選定⼿段の透明化の必要性

社会動向によって事業や重点が変化
（地域の課題に即した柔軟性とも⾔えるが）

⾏政の動き（⾸⻑の⽅針）や
⾏財政の状況に左右される組織

令和2年度社協・地域福祉事業推進プロジェクト
会議資料より



「かながわ版社協職員育成指針2022」は、そのための方向性を示すものです。

社協の専門性と組織特性をふまえた職員育成の必要性

社協の特性
社協をとりまく

現状

地域福祉や社協の仕事の
奥深さ

（理解するには一定の時間
と経験、学習が必要）

社協組織特有の諸課題の
認識と、それを乗り越える

方策の必要性

地域共生社会、包括的支援
体制構築の動きの中で

求められる機能・役割の発揮
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かながわ版社協職員育成指針・ଞೲ体૩Ө 各ଞೲのॗ要Ө

¹ଞೲのցとの（Ө Ө ）は主௹。Ө

¹「ଞೲ ԍ」はかながわ福祉ଞೲ״بװ՛のጸ。（Ө Ө ）のないものは市町村社協ᆪ会主௹。Ө

ଞӨೲӨӨ ኬ的・ねらいӨ

社
協
職
員
ৰ
ຉ
ଞ
ೲ

Ғ ශంዿ職員ଞೲ

（各社協）

各社協のౝ、業務のॗ要や特྇、社会人としてのマ՛・ไ、その

႘yの業務の行に必要なৰ的ཐ識とౣฒをිにつけるӨ

ғ 社協ශ႞職員ଞೲ・؊מ

ଞೲ،ח՛آ

社協職員としてのৰౣฒや、地域福祉のணえ方、社協のৰ理Ⴊ、්

ၼ๖に։ける社協実践の現状な֨、業務のဘ༊となるཐ識やਙട、౽

とኬ指すָき社協職員ໂをணえるӨ

Ҕ ؠؘ՛ײティؚؔר

ଞೲ・ৰᇨפ՛ؤ

Å㕱

社協の位置づけや方向性を௺॰認し、「社協のຳະཎ」を生かして、ר

ؚؔティײ՛ؤؠؘ՛פ力をஸめるӨ

ҕ ؠؘ՛ײティؚؔר

Ӵࡎଞೲ・༖ᇨӲפ՛ؤ

Å㕲

同එӨ

社
協
職
員
応
ዿ

ଞ
ೲ

Җ ؠؘ՛ײティؚؔר

ؠ՛ؔױ・ଞೲפ՛ؤ

Å㕳

଼yの社協職員の問題識や主体性にৰづき、社協に։ける実践課題

について、指၏ੱ೨が関わりながら൛人の՛ؕ制で学ֵӨ

җ 福祉動向に関するテ՛マ

ଞೲ

社協をとりまく動向と課題等を学ֲ、社協の事業・活動्のցり方を

ணえるӨ

組
織
⾛
⾊
⽵
⾞
⾰
⾅Ө

ଞ
ೲ

Ҙ 社協組織マبؖ

ৰຉଞೲ
社協の組織運営に関するৰຉ的ཐ識、ணえ方をිにつけるӨ

ҙ 市ત町村社協理職員

ଞೲ（社協）

理職員としてのಛ組織の状ੳをଣઇめ、൙的なցり方を設定・ଙ၀

するためのཐ識、職員育成・組織運営理のৰ的なணえ方等を学ֵӨ

Қ 社協組織マبؖ

応ዿଞೲ

ᆪ職員として社協組織体を౽ኾにマبؖを։֒なօにցた֢

て必要なཐ識や理Ꭺ、ணえ方を学ֵӨ

職

ၾ
⽰
⾜
⾢
⾈
⽮
⼇
⽴
⾤
⾰
ヅӨ

人
ఔ
育
成
関
係
ଞ
ೲ

қ ଞೲب՛צؚؔר

（ଞೲ ԍ）

ශ႞職員が組織の一員としての識をಏ֠、՛ؕؤ՛פの向එのた

めにಛ発的に行動できるׇօ、צؚؔר՛بのৰౣฒを学ֵӨ

Ҝ ශ人指၏力ଞೲ

（ଞೲ ԍ）

職員の଼ᇠ性をໞഓした指၏方法のৰを学ֲ、人ఔ育成に役ጵてる

とともに指၏をྫྷしಛිの成ྙにつな֑るӨ

ҝ ଞೲץب՛ר

（ଞೲ ԍ）

ಛらணえ、行動できる職員を育てるために、ר՛ץبのৰについて

学ֲ、ଢ଼ე指၏を༶օ中職員としてのؠע向එをめ֕すӨ

Ҟ ՛ଞೲ՛؆՛イ

（ଞೲ ԍ）

指၏的職員を対ඉに、՛؆՛ب؈の理Ꭺや方法、ਙടを学ֲ、ׇ

りፕいצؚؔר՛بと、職員一人ひとりがいきいきと働く職づ

くりにつな֑るӨ

ҟ 人ఔ育成体制ଞೲ

（ଞೲ ԍ）

人ఔ育成に։ける՛؆՛ب؈のഓ要性とその理Ꭺの理解と、ᆪ

職員として、組織に՛؆՛ب؈を根づか֚る方法をணえるӨ

Ҡ 構築・運ዿ؆חリؘע

ଞೲ（ଞೲԍ）

制ဗの୲ऐ的な実施をኬ指して、計画的な職員育成の仕؆חリؘע

組みでցる職ଞೲの推進をテ՛マに、その運ዿඑのؒイبを学ֵӨ

役
職
員

ଞ
ೲ ҡ 事務局ྙؔװ՛

社協事務局ྙとして社協組織を運営するにցたり必要なගሇ、ཐ識、理

Ꭺ、ணえ方を学ֵӨ



ӴӨࡎଞೲ・ৰᇨと༖ᇨӲפ՛ؤؠؘ՛ײティؚؔר Å㕱、Å㕲

ऎӨ Ө ኬӨ

㕱Ө のৰຉ（人間・人ଚໞഓ、社会福祉の理Ⴊ、ಛጵと支援のӨפ՛ؤؠؘ՛ײ

౽、ײ、بؖؤ؆بם՛ؤؠؘ՛נ՛の፝理）Ө
¼Ө

㕲Ө 社協のৰ理解（社協のౝ、社協の性६、機能、組織、事業な֨）Ө ¼Ө

㕳Ө 生活支援や住民活動の「ר՛ィ՛」（共শと関係構築のؠע）Ө

㕴Ө 地域課題のႾ࠶と地域支援（社会福祉ྔ௮等）Ө

㕵Ө 地域のبؖװח・社会ಃଳ्発の،װآӨ

㕶Ө 社会的ୁጵ・Ⴭൊや制ဗの狭間へのآ،ח՛Ө ¼Ө

㕷Ө 社協の実践からணえるӨ

㕸Ө ဴ事者のฤからணえる（社協活動の出発）Ө

㕹Ө とは、ኬ的とମ໋、଼ᇠ支援の౽Өפ՛ؤ՛צ

ӻ0Ө のମ໋Өפ՛ؤ՛צ

Ғ଼ᇠँのମ໋、ғ෨的なশග表現のମ໋、Ҕျ制されたගഽ関ይのମ໋、

ҕዴのମ໋、Җᅋලᄕ的ဗのମ໋、җಛୂ決定のମ໋、Ҙᅃቹᇱಏのମ໋

ӻӻӨ 地域共生社会の実現に向けた社協事業Ө

Ғ社協の事業ᆪ門に։ける՞଼ᇠ支援՟について

ғ社協のຳະཎᆪ門間のະୗᎌૢのഓ要性、଼ᇠ支援と地域支援の一体ँ

¼Ө

¼はৰᇨ（必ೲऎኬ）。༖ᇨのଞೲについては፭Ꭼ㕵Ⴉဗࡒவ、ଙ၀のඑ、വ実施。Ө

Ө Ө Ө Ө Å㕳Ө のテ՛マ፯Өؠ՛ؔױ・ଞೲפ՛ؤؠؘ՛ײティؚؔר
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社
協
の
専
⾨
性
明
確
化
の
必
要
性

社
協
事
業
の
⾒
え
る
化
の
必
要
性

【
⾏
政
と
の
関
係
性
の
変
化
、
地
域
福
祉
を
担
う
組
織
の
増
加
】

社
協
職
員
の
専
⾨
性
に
つ
い
て
の
共
通
認

識
や
、
そ
れ
に
そ
っ
た
育
成
⽅
策
⽴
案
の

む
ず
か
し
さ

社
協
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化

事
務
局
⻑
の
プ
ロ
パ
ー
化

地
域
福
祉
推
進
組
織
は
「
社
協
だ
け
」

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
現
状

次
世
代
の
後
継
者

育
成
の
必
要
性

職
員
⼀
⼈
ひ
と
り
が
社
協
の

専
⾨
性
を
認
識
し
、
役
割
を

発
揮
す
る
必
要
性

【
地
域
課
題
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
組
織
】

【
⾏
政
の
影
響
を
強
く
受
け
る
組
織
特
性
】

社
協
は
何
を
す
る
組
織
か
？
と

い
う
こ
と
の
わ
か
り
に
く
さ

組
織
理
念
共
有
の
む
ず
か
し
さ

社
協
組
織
が
そ
も
そ
も
抱
え
て
い
る
課
題
や
特
性

正
職
員
の
割
合
の
低
下

計
画
的
雇
⽤
が
で
き
な

い
現
状限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
の
職
員
雇
⽤

事
業
の
多
岐
化
、

専
⾨
分
化

職
員
の
雇
⽤
形
態
の
多
様
化

有
資
格
⾮
正
規
職
員
の
増
加

市
町
村
社
協
ご
と
の
事
業
の
相
違

（
事
業
系

/地
域
福
祉
系
）

経
験
、
能
⼒
の
ば
ら
つ
き

年
齢
構
成
の
偏
り
・
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
的
⼈
材
の
不
在

後
継
者
不
在
、
職
員
の
⼈
間
関
係
の
固
定
化

正
規
・
⾮
正
規
職
員
の
役
割
や

専
⾨
性
の
違
い
の
不
明
確
さ

（
業
務
内
容
、
責
任
は
同
じ
で

も
給
与
は
違
う

/⾮
正
規
に
そ
こ

ま
で
求
め
ら
れ
て
も
・
・
・
）

雇
⽤
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
職
員
が

社
協
職
員
と
し
て
の
専
⾨
性
、
役
割
を

発
揮
す
る
必
要
性

社
協
の
専
⾨
性
を
ふ
ま
え
た
職
員
育
成
に
む
け
て

―
課
題
の
構
造

社
協
の
専
⾨
性
、
組
織
特
性
を
ふ
ま
え
た
職
員
研
修
や
、
新

任
か
ら
幹
部
ま
で
キ
ャ
リ
ア
に
そ
っ
た
職
員
育
成
の
し
く
み

の
必
要
性

社
協
独
⾃
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
⾒
え
に
く
さ 業

務
の
マ
ン
ネ
リ
化

職
場
の
⾵
通
し
の
悪
さ

⾃
然
浄
化
作
⽤
が
起
き
に
く
い
状
況

配
置
の
固
定
化

職
員
間
の
⼈
間
関
係

の
固
定
化

職
員
育
成
の
充
実
が
必
要
な
⼀
⽅
で
疎
外
す
る
要
素
が
絡
ま
り
あ
っ
て
い
る

社
協
の
専
⾨
性
と
は

何
か
？
の
わ
か
り
に

く
さ
、
共
通
認
識
の

も
ち
に
く
さ

︻ 組 織 規 模 に よ る 影 響 ︼

運
営
費
補
助
か
ら
事
業
補
助
へ
、
⾏
政
補
助
⾦
の
流
れ
⽅
の
変
化

⾏
政
⼿
続
き
に
お
け
る
委
託
先
等
選
定
⼿
段
の
透
明
化
の
必
要
性

社
会
動
向
に
よ
っ
て
事
業
や
重
点
が
変
化

（
地
域
の
課
題
に
即
し
た
柔
軟
性
と
も
⾔
え
る
が
）

⾏
政
の
動
き
（
⾸
⻑
の
⽅
針
）
や

⾏
財
政
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
組
織

令
和

2年
度
社
協
・
地
域
福
祉
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
資
料
よ
り






